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平成21年度　再評価対象事業一覧表（第 ２ 回委員会）種別 補助事業名 河川・道路名等 事業区間 事業採択年度 用地着手年度 工事着手年度 全体事業費(百万円) 総投資額H20年度末(百万円) 事業概要（事業進捗状況等） 対応方針(案)道路 交通連携推進事業 一般国道308号大宮おおみや道路 奈良市宝来ほうらい ～ 奈良市三条さんじょう大路お お じ５丁目 Ｈ２ Ｈ３ Ｈ５ 30,200 25,400 進捗率84%（事業費）事業延長L=1.9km 事業継続（案）



事業評価項目一覧表事 業 名 交通連携推進事業 事業主体 奈良県河川･道路名等 一般国道308号大宮道路 事業箇所 奈良市宝来～お お み や ほ う ら い三条大路５丁目さんじょう お お じ評 価 項 目 及 び 評 価 内 容事業の目的及び必要性□目的・交通の円滑化 ・交通安全の確保□必要性・慢性的な交通渋滞の解消・歩行者の安全確保事業策定の経緯□当時の状況・大阪との交流・連携を強化する第二阪奈有料道路の開通（平成９年４月）に伴う交通量の増大により、国道３０８号の交通混雑が懸念された。□着手までの経緯・昭和６１年１月１７日都市計画決定（幅員４０ｍ、嵩上式・地表式）・平成２年度事業化事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)□計画時の効果・第二阪奈有料道路との連携により京阪神地域との結びつきを強化・一般国道３０８号の交通渋滞の解消・広幅員の歩道整備による歩行者の安全確保□現時点の効果・平成２１年４月に高架道路生駒行き１車線暫定供用 Ｌ＝約１．０ｋｍ・平成２１年７月に高架道路奈良・生駒行き交互通行による２車線暫定供用Ｌ＝１．０ｋｍ事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)□進捗状況・用地の進捗率（面 積） 買収完了（Ｈ２１年１２月末現在）・工事の進捗率（事業費） 約８４％（Ｈ２０年度末現在）□執行の遅延及び原因・用地買収交渉の難航事業進捗の見込み□進捗の対策・平成２１年４月、７月に暫定供用を行うなど、工事期間中の安全な通行確保を図りながら、事業の進捗を図る。□進捗の見込み・順次工事を進め、平成２２年度の全線供用を図る。事業の対策・引き続き事業を推進し、平成２２年度の全線供用を目指す。その他□関係機関等の意向□関連事業の有無・交通連携推進事業一般国道３０８号三条道路



道路改築道路改築道路改築道路改築事業事業事業事業

一般国道一般国道一般国道一般国道３０８３０８３０８３０８号号号号 大宮道路大宮道路大宮道路大宮道路
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周 辺 状 況



な ら けん な ら し ほうらい
奈良県奈良市宝来どう し さんじょうおおじ
～同市三条大路5丁目

おお みや

大宮道路

一般国道３０８号

凡 例

一般国道

主要地方道

一般県道

周辺周辺周辺周辺のののの状況状況状況状況〔〔〔〔位置図位置図位置図位置図〕〕〕〕



周辺周辺周辺周辺のののの状況状況状況状況〔〔〔〔位置図位置図位置図位置図〕〕〕〕

事業延長事業延長事業延長事業延長 L=1.9kmL=1.9kmL=1.9kmL=1.9km宝来宝来宝来宝来

菅原菅原菅原菅原

三条大路三条大路三条大路三条大路５５５５丁目丁目丁目丁目

二条大路南二条大路南二条大路南二条大路南５５５５丁目丁目丁目丁目

至至至至 大阪大阪大阪大阪

ＪＲＪＲＪＲＪＲ奈良駅奈良駅奈良駅奈良駅

至至至至 京都京都京都京都

至至至至 橿原橿原橿原橿原

近鉄新大宮駅近鉄新大宮駅近鉄新大宮駅近鉄新大宮駅

平城宮跡平城宮跡平城宮跡平城宮跡

第二阪奈有料道路第二阪奈有料道路第二阪奈有料道路第二阪奈有料道路

至至至至 奈良奈良奈良奈良

奈良市役所奈良市役所奈良市役所奈良市役所

伏見南小伏見南小伏見南小伏見南小

奈良病院奈良病院奈良病院奈良病院

伏見小伏見小伏見小伏見小

奈良警察署奈良警察署奈良警察署奈良警察署

近鉄大和西大寺駅近鉄大和西大寺駅近鉄大和西大寺駅近鉄大和西大寺駅

近鉄尼近鉄尼近鉄尼近鉄尼ヶヶヶヶ辻駅辻駅辻駅辻駅

伏見中伏見中伏見中伏見中

都跡小都跡小都跡小都跡小

ＮＮＮＮ



計 画 の 概 要



計画計画計画計画のののの概要概要概要概要〔〔〔〔平面図平面図平面図平面図〕〕〕〕



事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

６０km/h

車線数 高架４車線・平面４車線

構造規格 第４種第１級 8車線 (W=40.0m）

全体延長

C=約254億円（進捗率=約84% 平成21年3月末現在）

設計速度

Ｌ＝１．９km

事業区間

な ら けん な ら し ほうらい な ら し さんじょうおおじ
（起点）奈良県奈良市宝来～（終点）奈良市三条大路5丁目

路線名

全体事業費

平成２年度事業化

平成21年7月 高架部2車線 暫定供用

標準横断図標準横断図標準横断図標準横断図

今までの投資額

事業状況

C=約302億円

一般国道308号 大宮道路



事 業 の 目 的



事業事業事業事業のののの目的目的目的目的

●●●●大阪大阪大阪大阪とととと奈良市奈良市奈良市奈良市のののの中心部中心部中心部中心部をををを結結結結ぶぶぶぶ奈良県北部奈良県北部奈良県北部奈良県北部のののの東西東西東西東西のののの幹幹幹幹

線道路線道路線道路線道路のののの役割役割役割役割をををを果果果果たすためたすためたすためたすため、、、、8車線化車線化車線化車線化（（（（高架高架高架高架４４４４車線車線車線車線・・・・平平平平

面面面面４４４４車線車線車線車線））））によるによるによるによる交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの緩和緩和緩和緩和、、、、安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なななな歩道歩道歩道歩道

整備整備整備整備をををを事業事業事業事業のののの目的目的目的目的としますとしますとしますとします。。。。

① 交通渋滞の緩和

② 安全で快適な歩道整備



事業事業事業事業のののの目的目的目的目的 ①①①①交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの緩和緩和緩和緩和

車線数の倍増、立体化による

交通容量の確保

○○○○車線数車線数車線数車線数のののの倍増倍増倍増倍増

・・・・現況現況現況現況4車線車線車線車線をををを8車線化車線化車線化車線化しししし、、、、交通容量交通容量交通容量交通容量をををを確保確保確保確保。。。。

○○○○大宮道路大宮道路大宮道路大宮道路のののの立体化立体化立体化立体化

・・・・立体化立体化立体化立体化しししし、、、、三条道路三条道路三条道路三条道路とのとのとのとの分合流分合流分合流分合流をををを円滑化円滑化円滑化円滑化。。。。

標準横断図標準横断図標準横断図標準横断図

慢性的な交通渋滞の発生

国道国道国道国道３０８３０８３０８３０８号号号号のののの渋滞状況渋滞状況渋滞状況渋滞状況

○○○○交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの発生状況発生状況発生状況発生状況

・・・・宝来宝来宝来宝来からからからから東側東側東側東側がががが慢性的慢性的慢性的慢性的にににに渋滞渋滞渋滞渋滞。（。（。（。（宝来宝来宝来宝来からからからからR24号号号号

までのまでのまでのまでの約約約約3ｋｍｋｍｋｍｋｍ区間区間区間区間のののの通過時間通過時間通過時間通過時間ががががピークピークピークピーク時時時時でででで約約約約15分分分分））））

○○○○交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの悪影響悪影響悪影響悪影響

・・・・地域地域地域地域のののの経済活動経済活動経済活動経済活動のののの低下低下低下低下

・・・・緊急車両緊急車両緊急車両緊急車両のののの遅遅遅遅れれれれ

・・・・交通事故交通事故交通事故交通事故のののの増加増加増加増加



事業事業事業事業のののの目的目的目的目的 ②②②②安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なななな歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備

安全で快適な歩道を整備

○○○○自転車歩行車道自転車歩行車道自転車歩行車道自転車歩行車道をををを整備整備整備整備

・・・・人人人人やややや自転車自転車自転車自転車がががが安全安全安全安全でででで快適快適快適快適にににに通行通行通行通行できるようできるようできるようできるよう、、、、歩道幅歩道幅歩道幅歩道幅

員員員員をををを3.5ｍｍｍｍ確保確保確保確保。。。。

完成完成完成完成イメージイメージイメージイメージ

歩道が狭く危険

○○○○歩道幅員歩道幅員歩道幅員歩道幅員がががが狭狭狭狭いいいい

・・・・歩道幅員歩道幅員歩道幅員歩道幅員がががが１１１１.５５５５ｍｍｍｍ程度程度程度程度でででで狭狭狭狭いいいい区間区間区間区間がががが多多多多いいいい。。。。

・・・・すれすれすれすれ違違違違いにいにいにいに余裕余裕余裕余裕がなくがなくがなくがなく、、、、歩行者等歩行者等歩行者等歩行者等がががが車道車道車道車道へはみへはみへはみへはみ出出出出てててて

通行通行通行通行しししし、、、、危険危険危険危険。。。。

現在現在現在現在のののの国道国道国道国道３０８３０８３０８３０８号号号号のののの歩道歩道歩道歩道



事 業 の 整 備 効 果



事業事業事業事業のののの整備効果整備効果整備効果整備効果

①①①①交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞のののの緩和緩和緩和緩和

②②②②通過交通通過交通通過交通通過交通のののの減少減少減少減少によるによるによるによる生活道路生活道路生活道路生活道路のののの

通学児童等通学児童等通学児童等通学児童等のののの安全性向上安全性向上安全性向上安全性向上

③③③③医療機関医療機関医療機関医療機関へのへのへのへの緊急搬送時間緊急搬送時間緊急搬送時間緊急搬送時間のののの短縮短縮短縮短縮

④④④④平城遷都平城遷都平城遷都平城遷都１３００１３００１３００１３００年祭来訪者年祭来訪者年祭来訪者年祭来訪者のののの

円滑円滑円滑円滑ななななアクセスアクセスアクセスアクセスをををを確保確保確保確保



事業の効果① 現況交通と将来交通の比較

奈良行奈良行奈良行奈良行きききき最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長 250m最大通過時間最大通過時間最大通過時間最大通過時間 2分分分分10秒秒秒秒

渋滞調査日渋滞調査日渋滞調査日渋滞調査日：：：：平成平成平成平成15年年年年1月月月月26日日日日(日日日日)

調調調調査査査査箇箇箇箇所所所所：：：：菅原交差点菅原交差点菅原交差点菅原交差点

大阪行大阪行大阪行大阪行きききき最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長 700m最大通過時間最大通過時間最大通過時間最大通過時間 4分分分分34秒秒秒秒
三条菅原線三条菅原線三条菅原線三条菅原線からのからのからのからの流入流入流入流入最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長最大渋滞長 400m最大通過時間最大通過時間最大通過時間最大通過時間 15分分分分55秒秒秒秒大和中央道大和中央道大和中央道大和中央道



事業の効果① 現況交通と将来交通の比較



事業事業事業事業のののの整備効果整備効果整備効果整備効果②②②②

②②②②通過交通通過交通通過交通通過交通のののの減少減少減少減少によるによるによるによる生活道路生活道路生活道路生活道路のののの

通学児童等通学児童等通学児童等通学児童等のののの安全性向上安全性向上安全性向上安全性向上

・生活道路への流入交通量減少により、伏見南小学校（児童数約４１０人）等

の通学児童等の安全性が向上。

写真写真写真写真

（（（（生活道路生活道路生活道路生活道路へのへのへのへの車両流入車両流入車両流入車両流入））））



③③③③医療機関医療機関医療機関医療機関へのへのへのへの緊急搬送時間緊急搬送時間緊急搬送時間緊急搬送時間のののの短縮短縮短縮短縮

・奈良市役所から県立奈良病院への搬送時間が約2分間短縮。

（平成19年度搬送実績約340件（奈良市消防局搬送分））

事業事業事業事業のののの整備効果整備効果整備効果整備効果③③③③

図図図図 （（（（医療機関医療機関医療機関医療機関のののの位置図位置図位置図位置図））））



④④④④平城遷都平城遷都平城遷都平城遷都１３００１３００１３００１３００年祭来訪者年祭来訪者年祭来訪者年祭来訪者のののの

円滑円滑円滑円滑ななななアクセスアクセスアクセスアクセスをををを確保確保確保確保

事業事業事業事業のののの整備効果整備効果整備効果整備効果④④④④

パークアンドバスライドを利用する１３００年祭来訪者のバスの待ち時間の緩和。

図図図図 （（（（パパパパ－－－－クアンドバスライドクアンドバスライドクアンドバスライドクアンドバスライド経路図経路図経路図経路図））））

大宮道路大宮道路大宮道路大宮道路

平城宮跡駐車場（木津川市）



暫定供用の効果

1.大宮通り線（平面部：大宮道路⇔奈良生駒線・第二阪奈間、高架部：大宮道路⇔奈良生駒線間）

①東行き：整備前13.7分 ⇒ 整備後(平面）13.1分(約約約約1分分分分短縮短縮短縮短縮)、高架部：6.3分(約約約約7分短縮分短縮分短縮分短縮））））

②西行き：整備前9.4分 ⇒ 整備後(平面） 7.０分(約約約約2分短縮分短縮分短縮分短縮)、高架部：4.1分(約約約約5分短縮分短縮分短縮分短縮)

2.三条菅原線（三条道路⇔奈良生駒線・第二阪奈間）

③東行き：整備前14.5分 ⇒ 整備後12.4分(約約約約2分短縮分短縮分短縮分短縮)

④西行き：整備前22.4分 ⇒ 整備後 8.0分(約約約約14分短縮分短縮分短縮分短縮)

※計測時間帯：

朝のラッシュ時（7：00-8:00）における

所要時間

整備前後では、大宮道路・三条道路⇔奈良生駒線・第二阪奈間の所要時間はすべて減少している。

移動時間の短縮効果

※計測日

供用前：平成21年4月15日（水）

供用後：平成21年７月15日（水）

国
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・一般的に、３便益の中で走行時間短縮便益が、他の２便益(走行経費

減少便益、交通事故減少便益)と比べ、値が突出する傾向にある。

費用便益分析費用便益分析費用便益分析費用便益分析のののの前提条件前提条件前提条件前提条件

○○○○新新新新マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルのののの適用適用適用適用（（（（平成平成平成平成20202020年年年年11111111月月月月28282828日付日付日付日付））））

【主な改定内容】・検討年数４０年→５０年

・費用便益算出に必要な原単位
※１

等の見直し

（※1:車種別の1台･1分又は1台･1km当たりの額）

○○○○便益算出結果便益算出結果便益算出結果便益算出結果へのへのへのへの影響影響影響影響

・原単位等の見直しにより、走行経費減少便益、交通事故減少便益は

増加傾向にある一方、走行時間短縮便益は減少傾向にある。

（例：乗用車の時間価値原単位が約36％減少
※２

（※2:[H15値]62.86⇒[H20値]40.10(円/分･台)）

・したがって、今回の見直しにより、３便益合計値の算出結果は、

小さくなる傾向にあると考えられる。



○○○○将来交通量需要予測将来交通量需要予測将来交通量需要予測将来交通量需要予測のののの見直見直見直見直しししし

【見直し内容】・平成11年度 道路交通センサス交通量調査結果

に基づく平成42年交通量予測

→・平成17年度 道路交通センサス交通量調査結果

に基づく平成42年交通量予測

費用便益分析費用便益分析費用便益分析費用便益分析のののの前提条件前提条件前提条件前提条件

○○○○便益算出結果便益算出結果便益算出結果便益算出結果へのへのへのへの影響影響影響影響

・国土交通省は、平成17年度センサスに基づく「将来交通量推計」

の見直しを行い、平成42年の全国の交通量推計結果を、平成14年

に行った前回推計に比べ、約13％下方修正した。

・将来交通量需要の減少により、便益算出結果は小さくなる傾向に

あると考えられる。

・奈良県の平成42年交通量推計結果も、前回推計値より減少する。
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費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

＝

1.2

便益（Ｂ）

走行時間 走行経費 交通事故 合計

405億円 5億円 1億円 411億円

費用（Ｃ）

工事費 維持管理費 合計

356億円 1億円 357億円

※費用便益比は費用便益分析マニュアル（平成20年11月、国土交通省 道路局都市・地域整備局）を適用

※便益及びコストは、平成21年現在価値に換算して算出

費用便益分析（今回評価）費用便益分析費用便益分析費用便益分析費用便益分析



※平成20年11月版費用便益分析マニュアルを摘用

※便益及びコストは、Ｈ２１年現在価値に換算して算出

費用便益分析費用便益分析費用便益分析費用便益分析

●●●●１１月６日公表費用便益分析結果

事業全体

便益（Ｂ） 費用（Ｃ） 費用便益比（Ｂ／Ｃ）

１．２４２９億円 ３５７億円

●●●●再評価費用便益分析結果

事業全体

便益（Ｂ） 費用（Ｃ） 費用便益比（Ｂ／Ｃ）

１．２４１１億円 ３５７億円

※前回評価時(平成16年度評価)

事業全体Ｂ/Ｃ＝1.5



コストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

○○○○連続鈑桁橋連続鈑桁橋連続鈑桁橋連続鈑桁橋のののの事例事例事例事例

・・・・コストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

・・・・そのそのそのその他他他他

○○○○ＰＣＰＣＰＣＰＣ連続中空床版橋連続中空床版橋連続中空床版橋連続中空床版橋のののの事例事例事例事例

○○○○耐候性鋼材耐候性鋼材耐候性鋼材耐候性鋼材をををを利用利用利用利用しししし、、、、塗装塗装塗装塗装しないしないしないしない事例事例事例事例○○○○塗装塗装塗装塗装したしたしたした事例事例事例事例

・・・・橋梁形式橋梁形式橋梁形式橋梁形式のののの変更変更変更変更（（（（連続鈑桁橋連続鈑桁橋連続鈑桁橋連続鈑桁橋→→→→ＰＣＰＣＰＣＰＣ連続中空床版橋連続中空床版橋連続中空床版橋連続中空床版橋））））

※※※※事業費事業費事業費事業費のののの増減増減増減増減：：：：約約約約３２３２３２３２億円億円億円億円（（（（約約約約３５３５３５３５億円億円億円億円－－－－約約約約３３３３億円億円億円億円））））

約約約約 ３３３３億円億円億円億円

・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理についてもについてもについてもについても、、、、橋梁橋梁橋梁橋梁のののの塗装塗装塗装塗装がががが不要不要不要不要になるになるになるになる鋼材鋼材鋼材鋼材のののの利用利用利用利用によりによりによりにより、、、、約約約約００００．．．．５５５５億円億円億円億円ののののコストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減。。。。



今 後 の 方 針



進捗進捗進捗進捗状況状況状況状況

●●●●事業進捗率 全体約８４％（H２１年３月末現在）

●用地買収率 買収完了（H２１年12月末現在）



今後今後今後今後のののの方針方針方針方針

●●●●ＨＨＨＨ２２２２２２２２年度年度年度年度においてにおいてにおいてにおいて

全線全線全線全線のののの早期供用早期供用早期供用早期供用をををを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。




